
** 2017年9月改訂(第6版(新記載要領に基づく改訂)) 届出番号　20B1X00002000215

 * 2006年7月改訂(第5版)

* 機械器具  58 整形用器具器械

 一般医療機器 　 整形外科用締結術器具 JMDNコード:35797000

ボルシャルト氏緊張弓

【　禁忌・禁止　】 　(1)使用後は必ず洗浄し十分に乾燥させてください。そのまま

(1)本製品を改造、曲げ、打刻（刻印）等の二次加工をすること 　にしておくと、腐蝕、錆等の原因となります。

は、折損、変形等の原因となりますので絶対に行わないで下さ

い。 【　保管方法及び有効期間等　】

　(1)温度及び湿度の高い場所での貯蔵を避けて下さい。

【　形状、構造及び原理等　】 　(2)使用後は腐蝕防止のため、必ず洗浄、乾燥して下さい。

　(3)長期にわたって使用しないときは、つめ部に錆止めを施し

　て下さい。

【　保守・点検に係る事項　】

　(1)使用前後には必ず汚れ、傷、変形等の異常がないか確認し

　てください。

　(2)アルカリ、酸性洗剤、消毒剤等は本器を腐蝕させる恐れが

　ありますので使用しないで下さい。

　(3)金属たわし、磨き粉等は本製品の表面を傷つけ、メッキの

　はがれ、錆、損傷等の原因となりますので使用しないで下さ

　い。

<　組成　> 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称】

　　蝶ねじ部　　ステンレス鋼　18-8　クロム 　製造販売業者の名称：株式会社大和製作所

　　本体部　　　ステンレス鋼　18-8　クロム 　電話：026-245-1576

 　　つめ           鋼　（焼き入れ）クロムメッキ仕上げ

<　寸法　> 　

　　サイズ　　　　　大　　　　　　　小　

使用可能最大幅　　　19cm　　　 　　11cm

【　使用目的又は効果　】

　整形外科用締結ループ、クランプ又はワイヤの配置、固定又

　は結合に用いる外科用器具をいう。

**【　操作方法等　】

<使用方法>

　(1)骨折手術にさいし、キルシュネル鋼線等を骨折部の骨に通

　し、その両端を本製品のつめ部分に固定する。

　(2)蝶ねじ部を回しキルシュネル鋼線を取り付ける。

　(3)その後、蝶ねじ部の引っ掛け穴に金具を掛ける。

　(4)滑車等を介して錘をつけ、その重さにより引っ張り強さを

　調整する。

<使用方法に関する使用上の注意>

　(1)使用前必要に応じて本製品を消毒後、使用してください。

　(2)キルシュネル鋼線を張るときには、張り過ぎないようにし

　て下さい。張り過ぎますと、すべり、つめ部の損傷、本体の

　曲がり等の恐れがあります。

　(3)本製品はキルシュネル鋼線のすべりをおさえる機構になっ

　ていますが、より確実にするために、つめを軽く押えて取付、

　緊張牽引して下さい。

　(4)本製品は強度、安全性を考慮して使用して下さい。

【　使用上の注意　】

<重要な基本的注意>
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